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１０月以降、韓国において野鳥からの鳥インフルエンザ分離事例が増加しています。 

今後、積雪が増える時期を迎え、鶏舎内へ野鳥や野生動物の侵入リスクが高まりますの

で、鶏舎周囲の環境について、改めて点検を行い、補修・修繕を徹底して警戒を強めて下

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消毒は伝染病予防の第一歩 
まずは踏み込み消毒槽を畜舎に置きましょう 
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平成 30年(2018)年 12月 6 日 

H30-5 

韓国で野鳥からの鳥インフルエンザウイルスの 

分離事例が増えています。 

～改めて侵入防止対策の確認をお願いします～ 

野生動物の侵入防止対策 

金網等の破損修繕 開口部の隙間対策 

・同一鶏舎における１日の死亡率が過去３週間の平均の２倍以上となった場合 
（明らかに高病原性鳥インフルエンザ以外の事情による場合は除く） 

・鶏冠、肉垂等のチアノーゼ（青紫色）、沈うつ、産卵率の低下等の症状がみられる場合 

・５羽以上の家きんが、まとまって死亡、又はまとまってうずくまっている場合 

下記の症状を発見した場合には、直ちに届け出てください！ 

 

周囲の樹木の剪定 排水溝の侵入対策 

ねずみ対策 

鶏舎毎の消毒実施 


